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◇

10万円以上20万円未満の資産の取扱い

Q:10万円以上20万円未満の資産の取扱い

について教えてください。

ヱヘ：個別の耐用年数で償却する方法、一括

償却資産として3年均等償却する方法があり

ます。

【解説】

平成10年4月1日以後開始する事業年度か

ら、少額減価償却資産の取得価額基準が、20

万円未満から10万円未満に引き下げられたの

に伴い、10万円以上20万円未満の資産につい

ては 、 事業年度ごとに一括して3年間で均等

償却する「一括償却」の特例が認められまし

た。この一括償却は、申告段階で償却限度額

超過分を加算する方法も認められます。

もちろん、各資産の個別耐用年数で償却す

ることもできますので、10万円以上20万円未

満の資産については、まず、個別償却をする

のか一括償却するのかを選択することになり

ます。

個別償却と一括償却のどちらを選択するか

は、個々の資産ごとに企業で任意にできます

ので、Aコンピューターは一括償却、Bコン

ピューターは個別償却というように、同じ種

類の資産の中での使い分けも認められます。

個別償却の場合、一般的には3年より償却

スピードが遅く残存価額が残ることになりま

すが、除却損の計上ができます。逆に、一括

償却の場合は、3年間で支出費用全額が損金

化できますが、8年間のうちに資産の滅失等

があっても除却損の計上はできません。


